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女子大学におけるレジヤ}教育の問題と今後への期待
一一短大卒業生からみた一一

荒井啓子

(武蔵野短期大学)

女性大学教科外教育 レジャー教育

1. はじめに

労働時間短縮化の動きや自由時間の増大，また所得水準の向上など，生活をめぐる諸条

件の変化は，人々のレジャーに対する関心や需要を急速に高めていると言える.周知の通

り，総理府の「国民生活に関する世論調査」においては，今後の生活の力点を Iレジャー・

余暇生活」に置くと答えた人がもっとも多く， 1983年以来第1位を示し続けている.また，
同調査では，人々が「物の豊かさ」よりも「心の豊かさ」を重視しているという結果が得

られており，精神的ゆとりや生き甲斐を求める傾向も示唆される.このように，自由時間

は量的拡大にばかりでなく，生き方への価値観の転換と関わり，その時間をいかに過ごす

か，という質的充実にウエイトが置かれ始めている.つまり r余暇をどうデザインし，
どうエネルギー化するかという問題が重要視される」と言われる通りである.

このような状況からながめれば，レジャーのあり方が人々のライフスタイルを決定し，

同時にライフスタイルがレジャースタイルを創造するということが言えよう.近年，女性

のライブスタイルは著し〈雪作した きれに伴い拡大しだ白虫時間を.偶人のライフスタ

イルに応じて主体的に活用する能力が必要とされ始めている.学習社会が志向され，一生

涯，主体的に学習していこうとする現代において，それに組み込まれるレジャー活動への

自律的な取り組みは，先に述べた精神的ゆとりや生き甲斐と関わって重要と思われる.女

子大学では，女性の多様化・個性化するライフスタイルを考慮し，レジャ一環境の整備・

情報の提供とともに，レジャーへの自律的な能力の育成へ向けてのレジャー教育が，生涯

学習を背景として推し進められるべきであろう.そこで，本研究では，女子短期大学卒業

生の卒業後の生活構造や意識の実態を調査することにより，現代の女性のライフスタイル

を志向した，女子大学におけるレジャー教育の問題点を模索し，今後のあり方を検討する

ことを目的とした.

2.研究の方法

1)調査対象

都内にあるM女子短期大学卒業生を 5年ずつの卒業時期によって 5つのグルー

プ(1期→昭和40年-45年卒，年齢46-41議， II期→昭和46年-50年卒，年齢40-36
歳， III期→昭和51年-55年卒，年齢35-31歳 N期→昭和56年-60年卒，年齢30-26
歳 v期→昭和61年~平成2年卒，年齢25-21歳)に分け，各期ごとに30名を抽出し
た合計150名を対象とした.
2)調査方法

1991年10月中旬，郵送による質問紙調査(主に自由記述とした)として実施された
有効回収率は45%であった.
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3)分析方法

本研究で分析対象とする主な調査項目は i学生時代に一番思い出に残っているこ

と」および「学園生活について良かったこと・悪かったこと・今後の要望」である.

この中から，特に教科外教育と校外教育を取り上げ，家庭生活に関する調査項目を参

考に解析をすすめた.考察にあたっては， K J法を用い 1・m・V期の卒業生の調
査結果を分類・整理した.

3.結果及び考察
1) i学生時代に一番思い出に残っていること」から

「学生時代に一番思い出に残っていること」について， I.m.y期の卒業生の回答を

まとめると，表 1のようになる.この回答で， I.III.Y期の卒業生ともに共通してあげ

られていることは「クラスの団結心J i友人との語らいJなど，友人との出会いや交流に

関する内容のものである.また i寮生活」もそれに含まれるであろう.これらのことは

いづれも人間関係に関連した事柄である.

教科外教育や校外教育では， I.m.y期とも類似した回答が寄せられているが 1• 
III期では学園祭， I1I.Y期ではクラブ活動が共通してあげられている. Y期では，クラブ

活動に加えて，入退会の拘束が比較的弱いサークル活動が入っている.また i研修旅行j

は，学科や開始年度，必修的なものと任意的なもの，場所や内容などによって一様ではな

いが，思い出深いものとなっていることが分かる.

2) r学園生活について，良かったこと・悪かったこと・今後の要望Jから
ここでは，学園生活において，良かったこと，悪かったこと，今後への要望の3点につ

いて，教科教育，教科外教育，施設，その他，の4つの観点から回答を求め，そのうちの

教科外教育と施設を取り上げて考察を行った.

教科外教育及び校外教育における「良かったこと」についてみると，各期の卒業生とも

に共通して「良かった」とする内容は i研修旅行J i寮生活J i友人関係Jである.こ

れらはいずれも回答率が高く，印象的であったことが示唆される.また 1 • III期に共通
するものに「学園祭J， 1. Y期に共通するものに「クラブ活動」があり，これらも同じ

く高い回答率を得た.いずれにせよ，これらの教育内容は各期とも「友人関係Jを背景に

楽しい思い出につながっていると考えられ，大学生活における教科外教育の重要性を再確

認することができる.

「悪かったこと」は，各期を通じて i良かったこと」であげられた「学園祭Jや「ク

ラブ活動」が不活発または不満足に終わったことが指摘されている.また，良い印象をも

った活動は，彼女等がそれだけ熱心に参加したとみなすことができるのであるが，反面，

そのような活動には，より高度な内容を期待するため，ますます改良すべき点は提起され

ると思われる.このようなことを受けて i今後への要望」では，当然 iクラブ活動J

や「学園祭」をより活性化することが望まれている.加えて， III. Y期では「研修旅行の

充実Jがあげられており，その内容や期間などの検討が要請されるところである.

施設・環境については 1 • III期では「静かな環境J，I1I.Y期では「きれいな環境」

が「良かったこと」として共通にあげられている. 1期の卒業生が在学した当時は，校舎

が新築されていなかったこともあって i悪かったこと」に「校舎の古き」が指摘されて
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いるが， III. V期では，新校舎での快適なキャンパスライフが伺える.これを受けて「今

後への要望Jとしては 1期では「きれいな施設・環境」を求めているが， III. V期では

校舎の充足についで，図書館，寮，購買部，学食のメニュー，プールなどの体育施設，多

目的ホールなど，教科外活動に関わる施設や内容の充実を望んでいる.また V期におい

ては，大学会館など「卒業生が利用できる施設Jの設置も要望され，生涯学習との関連が

示唆される.

「学園生活について，良かったこと，悪かったこと，今後の要望」における「教科外教

育・校外教育」についての回答は表2に i施設・環境」については表3にまとめた.

4 まとめ

教科外教育についての卒業生の回答から，女子学生は学生生活において，学園祭，クラ

ブ活動，寮生活，研修旅行などの友人関係に関わる活動を重視しており，またそこで楽し

みを見いだしていると思われる.これは，人間関係の豊かきに向けた活動を求めていると

みなすことができ，現代生活の中で人々が志向する「モノからココロへ」の価値観に共通

すると考えられる.大学においては，教科外活動に関連する施設の拡充や校外学習をはじ

めとする各種活動のプログラムの充実など，環境の整備に努め，人間的な触れ合いを体験

できるようなレジャー活動の推進を図ることが大切であると考えられる.

表学生時代に一番思い出にf.lっていること

J JII 川期 V JII 

場教佼科教学育 *い上ろ宵い習勉ろ強な勉強をさせて身もらった $法体さまざま味な先生方向授業 $$秘高校書の時佼代Zと:i皇う勉学内進め方{業・留} 事率机教国 の でない教養を につけた * 学宵鎗に興A 
* 文学実の授業

ホ にボウリング
事卒 *紋育実習

教内容育 *高単位校時取代得の茶話教育とのギャップ
*国語学と一般教育科目が不得手 牟 に苦労

*教校科外外教活育動及び
*本率学茶学園話化悼i劇E妓祭散E て・の歌舞伎鹿市

本学園祭 キサークル活動

関連し
*合テニスクラブ町活動 *クラブ活動

$文文 歩賞
事宿

て 事芸
本体育祭

*海外修派i量 本卒海業外式旅で海外派東遣南賞を受け行る 場北海道研修旅行 *海外研修カ続行
権研旅行 事 iI貰で アジアへ〈 (アメリ ，カナダ)

B 1. *教師の思い出 * J:先生生町授業 *ゼミでの先生との語らい
事N先 がf且任だったこと

人
間 *クラスのシステム * Iクラスだ結けだったので家良庭し的

**友友友達人との語らい
*ク業ラスの団結心

関係
*友人関係 事クラスに団 先カがありす{中 *卒友留 日か寺町クラス文集

*少人般のため生leに接 る機〈会が多 事 人とのヨーロァパ旅行 権* 学人生とらのの友手紙人関係率先生・先鼠との雌惑がな 自由

'コ、、 *個人的体験 本一生lt町友と思える友人に恵まれる 事コン，<
て *旅 牟短旅少し大人になった気分で町遊び

$お茶会 * 期留学
*行

*寮 $寮生活 *寮生活 本有意穏な寮生活

C I *学校・環境の印集 ホ入学式同校門重町桜の木 *木学造園校舎
権校門前向八 桜町素晴らしさ * 内の遺跡

hIi 
投 *木造校舎で大学という感じに乏しい ホ自宅から逮le曜

環 $校〈歌中がi高車れると立ち止まきり校旗に陶
11 校生の姿への驚
L一一一一
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表 2:学園生活について，良かったこと・悪かったこと・今後への要望
〈教科外教育及び校外教育〉

良かったこと 悪かったこと

市学園祭 (3) *学園祭が不活発 (2) 

( )内は頻数

今後への要望

*クラブ活動の活発化
I 本研修旅行 (3) *学園祭の訪問者に対して入校が厳しい *学園祭の活発化
市クラブ活動 (2) *クラブ活動が不活発 (2) *寮に個室を

期 *寮友生活 (1) *寮での3人部屋は狭い
事人関係 (4) *掌大生たちが活意欲的に (3) 
*その他 (3) 本 学らしい動内容に

*学園祭 (4) (これらは主に友人関係) *クラブ活動の不活t発晶 (5 ) *クラブ活動の活発化充 (3 ) 
111 事研修旅行 (5) ホクラブ関連施般の 所が不便 (2) 事研修団旅行の期間の 実 (2) 
事軍写生活 (3) ホ学祭を活発化 (2) 

期 本友人との出会い (3) 

本クラブ活動 (2) *学園祭の不活発な (5 ) 事学園祭を活I発首に (3) 
y. *研修旅行 (4) 事クラブ歎の少 さ 本クラブ数の加
*テーフソレマナー *クラブ活教修動旅育の活般発化 (2 ) 

期 *寮生活 *クラブ活学係動への不参個加的(個反人省的反省)(2) *教海科外外 全の充実 (2) 
事友人関係 *自己の生{生活的( 人 ) 事研行
本自己啓発 *友人関 個人反省) *中・高・短大の合同行事

表3:学園生活について，良かったこと・惑かったこと・今後への要望
く教育局股・環境〉

良かったこと 惑かったこと

本木森の俊敷中しの停かな環境 (5) *校雨舎の古さ (6) 
I 事進舎 * 漏イ り
*広い地 *トレ

期 ホ充実 た調理器具 本暖房役鋪

*机体が小さい

* 育堂体施設ilの不足 (2) 
*食の雑
事会の役備の不足

ホ新築体校舎できれいな(環境)(7) 
事会のR備の充実 2 本傘学食食堂のの混値雑段が高い

111 *僻かな環境 ホ学食が狭い

* L Li教広室 構寮図書古館の蔵書数
期 *学図食の さ 場カ<;t;~、

申書館

*きれいな施段 (4) ホ寮がきたない
v *LL教館室 ホ水プ全道体の数が少ない

**秘図書書コース関係施設
常 的に施般が少ない (3) 

期 ホ ーJレがない
本エレベーターがない

一一
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( )内は頻数

今後への期待

本大学らしさ (2) 
*きれいな施設・環境 (2) 
*広い運動場

本大学全体の発展

*図書錯の充実 (2) 
事施設全体の充実 (2) 
*実習教室の充実(2) 
*緑の環境の循保
*寮の近代化

本きれいな寮
*水道設備のt首設
$学食大の広さとメニューの改善 (2) 
本短プ 専用の購買部
本 ールや体育施政
本多目的ホール
*卒業生が利用できる施設




